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平成25年度
予算を可決

平成２５年第１回定例会は、２月１５日から３月２７日まで
の４１日間にわたって開会されました。
今定例会では、平成２５年度一般会計予算及び３特別会

計予算について審議が行われたほか、区長提出議案３４件
を可決、議員提出議案は、６件を可決しました。
皆さんから提出された請願・陳情は、３件を採択、４

件を不採択、３件を閉会中の継続審査としました。

可
決
し
た
意
見
書
等（
要
旨
）

「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援

法
」
に
基
づ
く
施
策
の
早
期
実
現
を

求
め
る
意
見
書

昨
年
、「
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に

よ
り
被
災
し
た
子
ど
も
を
は
じ
め
と

す
る
住
民
等
の
生
活
を
守
り
支
え
る

た
め
の
被
災
者
の
生
活
支
援
等
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
全
会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
た
。

国
会
議
員
自
ら
被
災
者
の
声
に
耳

を
傾
け
、
超
党
派
で
成
立
に
こ
ぎ
つ

け
た
こ
と
は
、
事
故
後
２
年
を
経
過

し
、
将
来
に
不
安
を
抱
く
被
災
者
に

と
っ
て
希
望
の
灯
と
な
っ
た
。

こ
の
法
律
の
理
念
・
枠
組
み
を
具

体
化
す
べ
く
、
国
が
支
援
対
象
地
域

の
範
囲
、
支
援
施
策
の
内
容
、
自
治

体
と
の
連
携
、
予
算
措
置
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

豊
島
区
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

１

原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支

援
法
に
基
づ
く
施
策
の
早
期
実
現
に

向
け
て
、
基
本
方
針
を
速
や
か
に
定

め
、
予
算
措
置
を
講
じ
て
、
各
種
の

施
策
を
早
期
に
具
体
化
す
る
こ
と
、

地
方
自
治
体
が
行
う
関
連
施
策
に
対

し
て
も
国
が
支
援
す
る
こ
と
。

（
内
閣
総
理
・
財
務
・
文
部
科
学
・

厚
生
労
働
・
国
土
交
通
・
環
境
・
復

興
大
臣
あ
て
）

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関
わ
る
労
災

障
害
等
級
認
定
基
準
の
見
直
し
と
教

育
機
関
へ
の
啓
発
・
周
知
を
求
め
る

意
見
書

「
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
」
は
、
交

通
事
故
や
高
所
か
ら
の
転
落
・
転
倒
、

ス
ポ
ー
ツ
外
傷
な
ど
に
よ
り
、
頭
部

に
衝
撃
を
受
け
、
脳
内
の
情
報
伝
達

を
担
う
神
経
線
維
が
断
裂
す
る
な
ど

し
て
、
発
症
す
る
病
気
で
あ
る
。

こ
の
病
気
で
苦
し
む
患
者
の
救
済

の
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く

要
望
す
る
。

１

他
覚
的
な
神
経
学
的
検
査
に
よ

っ
て
、
「
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
」
と

診
断
さ
れ
働
け
な
い
場
合
、
労
災
障

害
年
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
「
労
災
障
害
等
級
認
定
基
準

の
見
直
し
」
を
す
る
こ
と
。

２

文
部
科
学
省
を
通
じ
、
「
軽
度

外
傷
性
脳
損
傷
」
に
つ
い
て
の
教
育

機
関
へ
の
啓
発
・
周
知
を
図
る
こ
と
。

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
・

文
部
科
学
・
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
選
挙
運
動

を
解
禁
す
る
公
職
選
挙
法
の
改
正
の

早
期
実
現
を
要
望
す
る
意
見
書

今
国
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
選
挙
運

動
を
解
禁
す
る
公
職
選
挙
法
改
正
案

で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
子
メ
ー

ル
、
ブ
ロ
グ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

な
ど
の
更
新
及
び
こ
れ
ら
を
使
っ
て

の
投
票
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
を
可
能

と
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
即
し
た

選
挙
活
動
へ
の
道
が
拓
か
れ
る
こ
と

は
歓
迎
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

運
用
に
つ
い
て
の
問
題
点
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
豊
島
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
点

へ
の
対
策
を
適
切
に
講
じ
た
上
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
即
し
た
選

挙
活
動
へ
の
道
を
切
り
拓
く
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

選
挙
運
動
を
解
禁
す
る
公
職
選
挙
法

改
正
を
速
や
か
に
進
め
る
こ
と
。

２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

ひ
ぼ
う

選
挙
運
動
に
際
し
、
誹
謗
中
傷
、
な

り
す
ま
し
対
策
等
に
万
全
を
期
す
こ

と
。

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
・

総
務
大
臣
あ
て
）

北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
核
開
発
の
即
時
停
止
を
求
め

る
決
議

北
朝
鮮
は
、
２
月
１２
日
、
「
地
下

核
実
験
を
成
功
裏
に
実
施
し
た
」
と

発
表
し
た
。
こ
の
度
の
北
朝
鮮
の
地

下
核
実
験
に
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
核
開
発
を
即
時
停

止
す
る
よ
う
強
く
求
め
、
こ
こ
に
決

議
す
る
。

米
国
の
核
性
能
実
験
に
抗
議

米
国
が
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
サ
ン

デ
ィ
ア
国
立
研
究
所
に
お
い
て
、
昨

年
１０
月
か
ら
１２
月
に
か
け
て
、
新
型

核
性
能
実
験
を
２
回
実
施
し
た
こ
と

に
対
し
、
３
月
２１
日
、
米
国
大
統
領

に
対
し
て
要
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
採
択

豊
島
区
制
施
行
８０
周
年
を
節
目
に
、

今
後
も
さ
ら
に
区
民
と
と
も
に
躍
進

す
る
区
の
姿
を
内
外
に
広
く
訴
え
る

た
め
の
象
徴
と
す
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
採
択
し
ま
し
た
。

主な掲載内容

議案等の審議結果一覧
………………………２面
区政のここが聞きたい
～一般質問（要旨）～
…………………３～６面
常任委員会Ｑ＆Ａ
予算特別委員会
…………………７～８面

平成２５年

予算特別委員会の様子
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